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レターズ / 加入者や保護者の皆さんから寄せられたお便りをご紹介します。

航空科学博物館・監修
ニュートンプレス
3,300円（税込）

飛 行 機 関 連 の 本飛 行 機 関 連 の 本
NHK 連続テレビ小説「舞いあがれ！」の放送も折り返し。今回は〝空を飛ぶ〟
をテーマに飛行機関連の本をセレクトしました。飛行機図鑑や絵本、飛行機
にまつわる名作やマンガなど6冊をピックアップしました。

飛 行 機 関 連 の 本飛 行 機 関 連 の 本飛 行 機 関 連 の 本

本★推しの飛行機が見つかる図鑑

『飛行機大図鑑』

本★いろんな飛行機たちが楽しめる

『 ひこうき』

本★空飛ぶ夢を叶えた兄弟の人生とは？ 

『 ライト兄弟 コミック版 世界の伝記』

本★あらゆる飛行機の謎に答えてくれる本

『最新版 飛行機に乗るのがおもしろくなる本』

本★大空から見た世界を堪能できる本

『 そらをとびたい』

本★パイロットだからこそ描けた名作

『 夜間飛行』

　ずっと。そらを とびたくて。あるひ。
ぼくは、つばさを てにいれた──高度
4000メートルのモーターパラグラ
イダーから撮影した写真で展開する
絵本。雲の上から光が射したときに見
える「天使の階段」、虹のリングのよ
うな「ブロッケン現象」、そして「穴あき
雲」と富士山の頂の共演など、まるで
鳥になったかのような、ダイナミック
で美しい空から見た世界をたっぷり
味わうことができる。

　『星の王子様』の著者、サン・テグ
ジュペリ作で1931年に出版。南米と
欧州を結ぶ夜間郵便空輸という新事
業に挑む人たちの、「運命の半日」が
テーマ。暴風雨にあいながら命を賭
けて任務を遂行しようとする孤高の
パイロットの姿、残念な結果ながら
も夜間飛行を決して諦めない支配人
の覚悟を美しい風景描写を交えなが
ら描く。作者自身がパイロットだから
こそできた珠玉の物語。

　科学雑誌ニュートンによる最新版
の飛行機図鑑。機体のしくみやエン
ジンなどについて玄人目線で詳説、
B787や A380といった花形ジェッ
ト機だけでなく、小さな旅客機や小
型機など個性あふれる飛行機も大集
合。ライト兄弟の「ライトフライヤー
号」もビジュアルを交えて解説。監修
は航空科学博物館。“乗り物好き”の
視点があらゆるところに生かされて
いる。飛行機愛が芽生える一冊。

　飛行機にまつわる謎や不思議を解
決してくれる本。2007年出版後ロン
グセラーとなり、昨年パワーアップし
てリニューアル。「離着陸の時なぜ耳
が痛くなるのか」「空には飛行機専用
の道がある」という基本的なものか
ら、「座席表示にアルファベットの「I」
がないのはなぜ？」「機長と副機長の
メニューが違う？」「燃料をマンタン
にしないのはなぜ？」など興味深い
103の真実を教えてくれる。

たかはしまもる・まんが／水越保・
シナリオ／金田彦太郎・監修
ポプラ社
1,045円（税込）

ちかぞう・作／山本直洋・
写真
小学館
1,650円（税込）

サン・テグジュペリ・著
／二木麻里・訳   
光文社
594円（税込）

エアライン研究会・編
扶桑社文庫
825円（税込）

構成・文／クニマツカオル

バイロン・バートン・作・
絵／こじま まもる・訳
金の星社
836円（税込）

　世界初の飛行機を完成させたライ
ト兄弟の生涯を描いた学習まんが。
独学で飛行技術を学ぶ傍ら、印刷業、
自転車屋と二人で力を合わせて事業
を展開、年老いてようやく夢を叶える
までがわかりやすく描かれている。巻
末には「もっとよくわかるライト兄弟」
と題し、彼らが生きた時代の年表だ
けでなく、紀元前875年から始まる
飛行機の歴史や知って楽しい飛行機
など取り上げている。

　バートンの「のりものえほん」シ
リーズの中の一冊。1992年の出版か
ら版を重ね、現在53刷というロング
セラーの絵本。旅客機、輸送機、水
上飛行機、ヘリコプター……鮮やか
なタッチで空飛ぶ乗り物が楽しめる
だけでなく、旅客機の整備士の仕事
や、水上飛行機が空に文字を書くシー
ンなど、それぞれの乗り物にまつわ
るストーリーも描かれている。空の乗
り物に興味を持つきっかけをくれる。

　娘が19歳になりました。交通遺児等育成基金に加入

させていただいて、教育資金に困ることもなく、感謝して

います。

　主人が交通事故で亡くなったと電話が入り、駆け付けた

警察でいただいた冊子の中に貴会の紹介があり、何が

何だかわからない中、とりあえず電話をかけました。

5年間ありがとうございました。楽しい思い出がたくさん

できました。

千葉県
K・T さん（母）

♡お母さまより

　この度、交通遺児等育成基金の給付完了のご連絡を

いただきました。

　長きに渡り、ご支援や励ましをいただきありがとうご

ざいました。事故当時、長女は3歳でした。全く先が

見えず、精神的、また経済的にも不安な中、このような

支援制度を知りました。おかげさまで、その後の生活

設計を立てることができ、安心して子育てをすることが

できました。

　今春から大学生となり、月日が経ったことを実感します。

皆様のご支援に親子共々感謝申し上げます。本当にあり

がとうございました。

♡加入者さまより

　長年のご支援、ありがとうございました。最近になって

このような制度に加入していたことを知り、19歳に

なった今、家族や支援してくださった方々への感謝の

気持ちでいっぱいです。このような温かいご支援をいた

だいたことをいつまでも心に留め、日々成長し、少しでも

お返しできるよう精進していきたいと思います。本当

にありがとうございました。

神奈川県
K・M さん（母） K・S さん（加入者）

♡お母さまより

　当時0歳だった娘が高校へ進学します。橋本給付金と

図書カードをいただきました。進学時のお心遣い、あり

がとうございます。教科書購入のタイミングであった

ため、すぐに活用させていただきました。

　子どもが大きくなることも、自分が生きていくことも

何も見えなかった時期から支えていただき、無事に娘が

高校生になることができました。支援してくださる方々

に本当に感謝しております。

♡加入者さまより

　橋本給付金と図書カードをいただきありがとうござ

いました。私は中学1年生の頃からラジオの基礎英語を

聞いていました。それのテキスト代が毎月かかってい

たので、今回いただいた図書カードは来年度分の費用

に充てさせていただきます。

　私も今年からは高校生です。まだ自分が何をしたい

のかは分からないけれど、それをはっきりさせるため

に頑張りたいと思います。

東京都
M・Y さん（母） M・M さん（加入者）

　長い間大変お世話になりました。不安でいっぱいの

中、何度も助けていただきました。あの頃0歳だった

長女は大学生になりました。周りの人に愛される娘に

育ち、私以上に魅力的になり、私を助けてくれています。

当時はこのような未来がやってくるとは思いもしませ

んでした。

　今まで支えて下さり本当にありがとうございました。

未来にも希望が持てる毎日を過ごせていることに感謝

いたします。

奈良県
T・S さん（母）
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♡お母さまより

　育成給付金完了のお手紙をいただき、娘が生後11

か月の加入時から、約19年間本当にお世話になり、感謝

の気持ちでいっぱいです。子どもの成長と共にかかる

色々な学費も、基金の給付金や節目ごとのお祝い金の

おかげで、子どもにも不自由なく、自分の思う方向を

選んでもらうことができました。また、何より基金に

加入したことで、同じような境遇の方と知り合えたり、

お便りを通して気持ちを共有することができたのも、

自分にとって大切な時間だったなと感じています。

　当時は混乱の中で加入していた基金でしたが、その

おかげで私も娘もたくさんの支援をいただきました。

今振り返るとあの時加入していなかったら、今の私たち

はどうなっていたのかな…と不安になります。皆様の

支援を忘れずに、これからは私も娘も自分たちででき

る支援を考えながら生活していけたらと思っています。

本当にありがとうございました。

♡加入者さまより

　19年間という長い間、当たり前の生活や学校への

登校など、不自由のない毎日を過ごさせていただき、

本当にありがとうございました。小さい頃は基金の仕組

みなどもよく知らず、ただ幸せな日々を過ごしていま

したが、この19年間を振り返ってみると、たくさんの

支援のおかげで私はここまで成長することができたの

だと、心からの感謝の気持ちが溢れてきます。本当に

長い間、ご支援いただきありがとうございました。

　この19年間で体験することのできた たくさんの挑

戦や大切な経験を活かし、これからの人生もより良い

ものにと、毎日励んでいきたいと思います。今まで本当

にありがとうございました。

神奈川県
U・M さん（母） U・M さん（加入者）

　私たち家族は、以前は三重県に住んでいまして、夫

は電力会社の社員でした。夫が事故に遭ったのは、

大型の台風が襲ってきている最中で、早朝に会社か

ら電力保全のための呼び出しがあって車で会社へ向

かう途中でした。自宅から５分ほどの場所で夫の車

が電柱に激突しているのをパトロール中の同僚の方

が発見して、救急車で病院へ運んでくれたのですが、

即死ということでした。風雨が激しい中で目撃者も

なく、警察の見立てでは動物などが飛び出してきて、

それを避けるため急ブレーキをかけて横転したので

はないかということでした。

　夫の死を告げられてから遺体を確認するまでのこ

とは、まるで夢の世界にいるようで涙も出ず、茫然

自失状態だったことを今でも覚えています。

　それからしばらくの間は、夫との思い出がたくさ

ん詰まった三重から離れることができませんでした。

毎日のように事故現場や思い出の地を訪ねたりして、

このまま死んでしまおうかと何度も思いました。で

も、その度に乳飲み子の息子が泣くんですよ。その声

を聴いて我に返る日々でした。現在住んでいる長野

に引っ越したのは、それから２年後のことです。「私

が生きて、子どもたちに夫のことをきちんと伝えなけ

ればいけない」と思えるようになったからです。長野

は私の出身地で、実家の母も健在でしたので、夫の保

険金で親子３人で住める家を建て、暮らし始めました。

 子どもの気持ちに寄り添って生きる

　それからは子育てをしながらできる範囲で保険の

外交員や本屋でバイトなどをして、暮らしてきました。

生活費は労災保険金や遺族年金を主軸にして親子３

人がなんとか食べてこれました。ただ、子育てに関し

ては息子が小２の終わりごろから小５まで不登校に、

また、そうした弟の様子を見ていた娘もストレスを

溜め込むようになって苦労しました。私は子どもに寄

り添うことを第一に考えて、息子とは一緒に登校して

学校で過ごしたり、学校の先生や保護者の方々と話

をしたり……。娘にもいつも気を配って接していま

した。そうして過ごしていくうちに息子が徐々に登校

できるようになりまして、それからは娘も息子も順調

に成長してくれました。現在、娘は看護師に、息子は

ＩＴ関連の仕事に就いて自立しています。

 頑張り過ぎず、自分自身を愛して大切に

　私が今『スマイルズ』読者の皆さんに言えるとした

ら、「自分自身を愛して大切にしてほしい」ということ

ですね。皆さん、とても頑張って生きていらっしゃる

と思うんです。だから、辛いときは周囲の人に頼って、

自分をねぎらってほしいんです。自分自身を大切に

することで、お子さんや周囲の人たちに対しても余裕

をもって温かく接することができるし、そういった

相互依存関係を育むことが日々の幸せにつながると

思うんですよね。

　今号も基金を卒業された保護者様にインタビュー。事故に遭われてからこれまでの経緯や、子育て
についてお話を伺いました。ご登場いただいた T さんは男女２人のお子さんのお母様で、現在54歳。
29 年前にご主人を亡くされた当時、T さんは専業主婦でご長女は２歳、ご長男は生後６か月と大変
幼く、しばらくは呆然自失状態だったそうです。しかし、現在はお子さんも立派に自立。幸せな日々を
送っていらっしゃいます。

　Ｔさんは、ご自身も３歳のときにお父様を亡くされてい
て、ひとり親家庭で育ったそうで、これまで大変なご苦労
をされたと思います。けれども、常に前向きに対処して乗
り越えてきたそうです。現在はお孫さんも２人いて、あたり
前の日常を送れることを日々感謝して過ごしているそうで
す。今後の目標は、「この日常を続けて、やがて命が尽きて、
天国でお父様やご主人に再会したときに『幸せだった』と
伝えられるように人生を送ることだ」とのこと。ぜひいま
の日常が長く続きますように！　編集部一同心から願って
います !!

〈編集部より〉

第 5回 保護者体験談編 長野県長野市　２人のお子さんを育てたTさんの場合

　この度、給付完了のお手紙を頂戴いたしました。娘

は8歳で父親との永遠の別れを経験し、11年。本当に

色々なことがありました。寂しい瞬間もたくさんあっ

たと思います。

　私はここまで必死に涙は流さず、とにかく楽しく、

笑っていられる日々を子ども達に与えてあげたい一

心で子育てをしてきました。しかし、限界を感じるこ

とも多かったです。

　入学式、卒業式、体育祭、音楽会…夫婦で参加され

ているのが当たり前の行事に私は一人。両親が付いて

きてくれたこともありました。私より、きっと娘の方

が寂しかったに違いありません。そんな中でも、自分

のやりたいことや得意なことを見つけて大学に進学

し、今は寮生活をしております。金銭的に困ることも

なく、気持ちに余裕をもって子育てさせていただけた

のは、貴基金のおかげです。温かいメッセージと図書

カードは娘に届けます。

　次女、長男ともう少しお世話になりますが、私も

子どもたちが結婚し幸せな家庭を築くまで元気に

過ごさねば…と、思っています。本当にありがとうご

ざいました。

兵庫県
N・M さん（母）

　この度は給付金と図書カードをいただき、ありがと

うございました。長女は第一希望の大学に進学するこ

とができました。

　事故当時、夫は20代。出勤途中に飲酒運転の車に

追突され死亡しました。幼い子どもの世話、裁判、仕

事もあり、あの頃の記憶はほとんどないぐらい慌ただ

しい毎日でした。

　基金に加入し、冊子を読むようになって自分と同じ

境遇の方々がいることを知り、落ち込むだけではなく

夫の人生も生きなくてはいけないと思うようになり

ました。

　財団関係の方々には、今までたくさんの給付、事業

でお世話になり大変ありがとうございました。

匿名希望さん


